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Fontan術後遠隔期における体肺側副動脈の発達に関する検討
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【背景】 Fontan手術前に体肺側副動脈(APCA)を塞栓しておく事は、肺動脈圧を下げることにより Fontan循環を
改善するだけでなく、 Fontan手術を行いやすい術野の確保にもつながるため非常に有効である事は周知の事実で
ある。しかしながら、 Fontan術後遠隔期に、塞栓を必要とする APCAがどの程度発達してくるのかに関しては未
だ不明瞭な点も多い。 
【目的】 Fontan術後遠隔期における APCAの発達について明らかにすること。 
【対象と方法】1995年5月から2015年1月までに当院で Fontan術後の評価目的の心臓カテーテル検査を行った患
者のうち、2015年1月で Fontan術後5年以上が経過している119人を対象とし、 Fontan術後1年の
フォローアップカテーテル検査施行時は含めずそれ以降に APCA塞栓術を行った症例に関して、頻度、時期、塞栓
術を行った目的に関して後方視的に検討した。 
【結果】対象の119人中、術後に APCA塞栓術を必要としたのは23人で、計25回施行していた。術後1年の
フォローアップカテーテル検査施行時は含めずそれ以降に塞栓術を行ったのは5人のみで、計7回施行してい
た。5人のうち2人が、喀血に対する治療目的で計3回塞栓術を行っており、その発生時期は1人が術後9年5ヶ月と
17年1ヶ月の2回、もう1人が術後1年7ヶ月であった。他の3人は肺高血圧改善が目的であり、その時期は1人が術
後1ヶ月と4年4ヶ月の2回、他の2人がそれぞれ2年1ヶ月、7年7ヶ月であった。 
【結語】 Fontan術後遠隔期に APCAが問題となる事は少なく、術後急性期を乗り切る事を目標とした塞栓術で充
分であり、ある程度の APCAの残存は許容され得ると考える。


